
芦屋市条例第１４号 

 

 

   芦屋市福祉医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例  

 

 

 芦屋市福祉医療費の助成に関する条例（昭和４８年芦屋市条例第４号）の一部を次のように改正する。 

  

 次の表中下線又は太枠の表示部分（以下改正前の欄にあっては「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」と

いう。）については、次のとおりとする。 

 (1) 改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するときは、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。 

 (2) 改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。 

 (3) 改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。 

 

改正後 改正前 

（定義） （定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、そ

れぞれ当該各号に定めるところによる。 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、そ

れぞれ当該各号に定めるところによる。 

(1)～(14) （略） (1)～(14) （略） 

(15) 被保険者等負担額 医療保険各法の給付が行われた場合に

おいて、医療保険各法の医療に要する費用の額の算定に関す

る基準により算定した費用の額（以下「費用額」という。）

から次に掲げる額を控除した額をいう。 

(15) 被保険者等負担額 医療保険各法の給付が行われた場合に

おいて、医療保険各法の医療に要する費用の額の算定に関す

る基準により算定した費用の額（以下「費用額」という。）

から医療保険各法の規定により医療の給付を行うもの（以下

「保険者」という。）が負担すべき額（保険者の規約、定

款、運営規則等により医療保険各法に規定する保険給付と併

せて当該保険給付に準ずる給付を受けることができる場合に

おける当該支給又は給付を含む。）を控除した額をいう。 

ア 医療保険各法の規定により医療の給付を行うもの（以下

「保険者」という。）が負担すべき額（保険者の規約、定

 



改正後 改正前 

款、運営規則等により医療保険各法に規定する保険給付と

併せて当該保険給付に準ずる給付を受けることができる場

合における当該支給又は給付の額を含む。） 

  イ 医療保険各法以外の法令、条例、規則、規程等の規定に

より国、地方公共団体又は独立行政法人の負担において行

われる医療に関する給付の額 

 

(16) 高確法の一部負担金等の額 次のア、イ及びウの額（以下

これらを「高確法の費用の額」という。）から次のエ及びオ

の額を控除した額をいう。 

(16) 高確法の一部負担金 次のア、イ及びウの額（以下これら

を「高確法の費用の額」という。）から高確法の規定により

同法第４８条の後期高齢者医療広域連合（以下「広域連合」

という。）が負担すべき額（広域連合の条例、規則等により

高確法に規定する後期高齢者医療給付と併せて当該療養の給

付に準ずる給付を受けることができる場合における当該支給

又は給付を含む。）を控除した額をいう。 

ア～ウ （略） ア～ウ （略） 

エ 高確法の規定により同法第４８条の後期高齢者医療広域

連合（以下「広域連合」という。）が負担すべき額（広域

連合の条例、規則等により高確法に規定する後期高齢者医

療給付と併せて当該療養の給付に準ずる給付を受けること

ができる場合における当該支給又は給付の額を含む。） 

 

オ 高確法以外の法令、条例、規則、規程等の規定により

国、地方公共団体又は独立行政法人の負担において行われ

る療養に関する給付の額 

 

(17)～(20) （略） (17)～(20) （略） 

（助成の範囲） （助成の範囲） 

第５条 市長は、被保険者等負担額又は高確法の一部負担金等の

額の範囲内で、次の各号に掲げる者について、当該各号に定め

る額を助成する。 

第５条 市長は、被保険者等負担額又は高確法の一部負担金の額

の範囲内で、次の各号に掲げる者について、当該各号に定める

額を助成する。 

(1)～(3) （略） (1)～(3) （略） 



改正後 改正前 

(4) 障がい者 障がい者の疾病（第２条第９号ウに該当する者

の精神疾患による疾病は、障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律（平成１７年法律第１２３号）

第５８条に規定する自立支援医療費（障害者の日常生活及び

社会生活を総合的に支援するための法律施行令（平成１８年

政令第１０号）第１条の２第３号に規定する精神通院医療に

限る。）の支給を受けられる場合に限る。）又は負傷につい

て医療保険各法の給付が行われた場合において、被保険者等

負担額に相当する額から次の額を一部負担金として控除した

額 

(4) 障がい者 障がい者の疾病（第２条第９号ウに該当する者

にあつては、精神疾患による疾病を除く。）又は負傷につい

て医療保険各法の給付が行われた場合において、被保険者等

負担額に相当する額から次の額を一部負担金として控除した

額 

ア・イ （略） ア・イ （略） 

(5) 高齢障がい者 高齢障がい者の疾病（第２条第９号ウに該

当する者の精神疾患による疾病は、障害者の日常生活及び社

会生活を総合的に支援するための法律第５８条に規定する自

立支援医療費（障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

援するための法律施行令第１条の２第３号に規定する精神通

院医療に限る。）の支給を受けられる場合に限る。）又は負

傷について高確法の給付が行われた場合において、高確法の

一部負担金等の額に相当する額から次の額を一部負担金とし

て控除した額 

(5) 高齢障がい者 高齢障がい者の疾病（第２条第９号ウに該

当する者にあつては、精神疾患による疾病を除く。）又は負

傷について高確法の給付が行われた場合において、高確法の

一部負担金の額に相当する額から次の額を一部負担金として

控除した額 

ア・イ （略） ア・イ （略） 

(6) 母子家庭の母及びその監護する児童、父子家庭の父及びそ

の監護する児童並びに遺児 母子家庭の母及びその監護する

児童、父子家庭の父及びその監護する児童並びに遺児の疾病

又は負傷について、医療保険各法の給付が行われた場合にあ

つては被保険者等負担額に相当する額から、高確法の給付が

行われた場合にあつては高確法の一部負担金等の額に相当す

る額から、それぞれ次の額を一部負担金として控除した額 

(6) 母子家庭の母及びその監護する児童、父子家庭の父及びそ

の監護する児童並びに遺児 母子家庭の母及びその監護する

児童、父子家庭の父及びその監護する児童並びに遺児の疾病

又は負傷について、医療保険各法の給付が行われた場合にあ

つては被保険者等負担額に相当する額から、高確法の給付が

行われた場合にあつては高確法の一部負担金に相当する額か

ら、それぞれ次の額を一部負担金として控除した額 

ア・イ （略） ア・イ （略） 



改正後 改正前 

２・３ （略） ２・３ （略） 

 

附 則                           

 （施行期日） 

１ この条例は、令和８年７月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この条例による改正後の芦屋市福祉医療費の助成に関する条例の規定は、令和８年７月１日以後の医療に係る医療費の助

成について適用し、同日前の医療に係る医療費の助成については、なお従前の例による。 


